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2008年度東海村予算への要望書を提出

日本共産党東海村委員会と村議団は、2008年度村予算への要望として、10月16日、村上

村長へ137項目、10月23日萩谷教育委員長・高橋教育長へ72項目の要望書を提出しました。

【要望書】
№41 介護保険利用料の70％補助事

業を全階層とし、在宅および入所の
両事業に適用すること。
また食費への補助は、在宅・入所

ともに全階層、全食分行うこと。

【村長の回答】

現在おこなっている介護保険利用者
負担額１割への助成は、①ホームヘル
プ ②訪問入浴 ③通所介護 ④ショー

ト・ステイ利用者で、所得税非課税世
帯に属する方のみにその70％を助成す

るというものでした。これを来年度か
らは、⑤訪問リハビリ ⑥通所リハビ
リも該当させ、所得制限をはずすこと

にします。

【要望書】

№42 子どもの医療費助成事業は、対
象年齢を義務教育終了までに引き上げ

ること。

【村長の回答】
現在の子どもの医療費助成事業は、
小学校にあがる前までのすべての子ど
もさんの医療費（外来、入院とも）に
対し全額助成としていますが、これを

来年度は、年齢引き上げをおこない、
小学６年生までのすべてのお子さんに

該当させます。

学校教育への要望 №２

2007年4月24日に実施された全国一斉学力テストの結果は、あらゆる場においての公表、比較

は行わないこと。心配されるのは、１つは児童・生徒・教師・学校間の競争をあおることにつ

ながるのではないか、２つには児童・生徒・教師の力を固定的にみてしまうことにつながるの

ではないかということです。このことによる、学力の格差拡大、学習意欲の衰退、児童・生徒

間、児童・生徒と教職員間の信頼関係の喪失など、これらの広がりは絶対にあってはならない

ことです。さらに、教育委員会の評価についても、主眼がテストの結果の数値に左右されるも

のになってはならないと考えます。

以上のことから、来年度からの全国一斉学力テストは不参加とすべきです。これまでの本村

の教育のとりくみから、どの子にもゆきとどいた教育環境の提供とたしかな学力を身につけさ

せられるよう努力すべきです。（回答…まだ解答が戻っていない。公表・比較はしません）



１１月１７日はお弁当お届けの日です。

【高齢者のみなさま】

高齢者お宅訪問と
お弁当配布のお知らせ

朝夕めっきり涼しくなりました。

お変わりありませんか。

さて、支援サークルでは、８０才

以上の高齢者のみなさまに手作りお

弁当をお届けするため、下記の日程で

お宅を訪問させていただくことにな

りました。ご在宅にてお待ちいただ

きますようお願いいたします。

ご都合の悪い方はサークル会員にご連絡

くださいネ！

日 時 １１月１７日（土）

午前１１時３０分ころお届けにうかがいます。

☆お留守の際は、保健衛生上持ち帰らせて

いただきますので、ご了承をお願いいたします。

2007年11月1日

押延在宅福祉支援サークル

会長 本多 真知子

私も所属する押延在宅福

祉支援サークルは、今年度

２回めの80才以上の高齢者

宅訪問と、お弁当お届けを

おこないます。

７月にはふれあい食事会

を行い、高齢者の方々に中

丸コミセンまで出かけてい

ただいての食事会でした。

軽体操やカラオケで和気あ

いあいと楽しくすごしまし

た。年度内にもう１回おこ

なう予定です。

〈合成洗剤について〉

学校給食での問題点

東京都が1973年に学校給食に対し、野菜・果物は水洗いだけですまし、中性洗剤（合

成洗剤）は使わないように指示を出してから、他の県もこれに準じましたが、食器は依

然として合成洗剤で洗っているところが多く、そのため、調理員さんたちは手荒れや湿

疹に苦しんでいます。このため、子どもたちや調理員さんたちの健康のため、合成洗剤

から石けんに切り替えるところが増えています。

全国の３分の２の都道府県では、何らかの形で「石けん使用方針」を掲げており、特

に、北海道の厚岸町・高松市・柏市などの市町村では積極的に運動を行っているところ

もあります。

しかし、学校給食では依然として合成洗剤が使われ、環境ホルモンの溶出が懸念され

るポリカーボネート製の食器が使われているところが多くあります。せっかく家庭で石

けんに切り替えても学校で合成洗剤を取り込んでいることになります。子供たちの健康

を守るためには、みんなの意識改革とそのことを他の人に伝えていくネットワーク作り

が必要なのではないでしょうか。

〈バックナンバーは http://www.jcp-net.jp/ibahoku/toukai/oona/ でお読みいただけます〉


